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こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
・
ご
支
援
を
も
ち
ま

し
て
、
初
代
葛
城
市
政
を
担
う
栄
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
の
大
合
併
の
中
、
県
下
の
第
一
号
と
し
て
葛
城
市

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
皆
様
に
ご
支
援
を
賜
り
な
が

ら
地
方
行
政
に
四
十
五
年
余
り
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
住

民
の
皆
様
が
求
め
て
い
る
も
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
と
も

に
、
今
日
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
い
か
に
し
て
行
政
の
運
営

を
図
り
市
民
の
期
待
に
ど
う
応
え
る
べ
き
で
あ
る
か
を
考
え
る
と

き
、
改
め
て
初
代
市
長
と
し
て
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。

市
長
就
任
を
機
に
今
一
度
初
心
に
立
ち
返
り
、
新
た
な
決
意
と

情
熱
を
も
っ
て
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
頂
戴
し
た
ご
期
待
・
ご
信

頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
次
の
六
点
を
市
政
の
柱
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
全
身
全
霊
を
傾
け
る
所
存
で
す
。

○
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち

住
ん
で
み
た
い
ま
ち

葛
　
城
　
市

〜
H

川
市
制
ス
タ
ー
ト
〜

KATSURAGI-CITY
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○
福
祉
の
心
が
常
に
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り

○
自
然
と
く
ら
し
を
ま
も
り
、
歴
史
と
文
化
を
活
か
す
ま
ち
づ

く
り

○
産
業
の
振
興
に
よ
る
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

○
輝
く
未
来
の
た
め
の
教
育
に
全
力
を
注
ぐ
ま
ち
づ
く
り

○
住
民
の
皆
様
と
の
対
話
と
協
働
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
様
の
英
知
と
協
力
を
賜
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
財
政
事
情
の
厳
し
い
状
況
の
中
さ
ら
に
行
財
政
改
革
を

進
め
、
複
雑
多
様
化
す
る
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と
共
に
、「
住
み
続
け
た
い

ま
ち
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
葛
城
市
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

ど
う
か
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

職員から、初登庁お祝いの花束を受ける吉川市長

教育長から、お祝いの言葉を受ける吉川市長

市長訓示
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11
月
３
日
、
葛
城
市
役
所
當
麻
庁
舎
周

辺
駐
車
場
お
よ
び
當
麻
文
化
会
館
で
、
平

成
16
年
度
「
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か
ら
各
団
体
の
方
々
が

材
料
や
道
具
を
搬
入
さ
れ
、
模
擬
店
の
準

備
等
忙
し
い
な
か
で
も
に
ぎ
や
か
に
、
お

ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
時
折
雨
に
見
舞
わ

れ
る
な
か
、
小
中
学
生
に
よ
る
楽
器
演
奏

と
合
唱
が
行
わ
れ
、
来
場
者
の
耳
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
當
麻
太
鼓
白
鳳
座
の
太
鼓

演
奏
で
は
、
迫
力
の
あ
る
太
鼓
の
音
と
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
は
熱
心
に
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
當
麻
文
化
会
館
内
で
の
各
ク
ラ

ブ
に
よ
る
展
示
発
表
に
も
大
勢
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。

お
楽
し
み
の
賞
品
抽
選
会
で
は
、
当
選

番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、
ス
テ
ー
ジ

前
に
集
ま
っ
た
沢
山
の
方
々
か
ら
、
歓
声

と
た
め
息
が
も
れ
、
お
ま
つ
り
最
後
の
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

平成16年度

文化とコミュニティまつり
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菊菊菊菊
花花花花
展展展展

「「
旭旭
日日
単単
光光
章章
受受
章章
」」

當
麻
町
農
業
委
員
会
長
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
農
業
の
推
進
や
担
い
手
育

成
事
業
の
推
進
等
、
旧
當
麻
町
の
農
業
振

興
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
、
橋
本
久
信

氏
（
當
麻
）
が
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「「
法法
務務
大大
臣臣
表表
彰彰
受受
賞賞
」」

10
月
22
日
開
催
の
更
生
保
護
制
度
施
行

55
周
年
記
念
奈
良
県
更
生
保
護
大
会
に
お

い
て
、
井
上
楢
治
郎
氏
（
北
花
内
）
が
法

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
氏
は
、
22
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

保
護
司
と
し
て
犯
罪
や
非
行
防
止
活
動
の

先
陣
に
立
ち
、
ま
た
犯
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
指
導
及
び
援
助
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
こ
に
、
こ
の
功
績
を
讃
え
ま
す
と
と

も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
会
長
表
彰
」

10
月
28
日
開
催
の
全
国
民
生
児
童
委
員

大
会
に
お
い
て
、
高
津
錫
子
氏
（
疋
田
）、

山
下
千
津
子
氏
（
今
在
家
）
が
、
長
年
、

民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
活
動

の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

社
会
福
祉
事
業
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童

委
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
こ
の
功
績
を
讃
え
ま
す
と
と

も
に
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

菊
の
季
節
の
訪
れ
と
と
も
に
、
今
年
も
秋
恒
例
の
『
菊
花
展
』
が
開
催
さ

れ
、
丹
精
こ
め
て
作
ら
れ
た
多
数
の
大
作
・
大
輪
菊
が
新
庄
庁
舎
、
當
麻
庁

舎
前
お
よ
び
當
麻
文
化
会
館
前
の
展
示
会
場
に
美
し
く
飾
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
一
帯
で
は
、
菊
の
香
り
と
鮮
や
か
な
花
の
色
が
周
辺
の
景
色
に

彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
観
賞
菊
の
共
進
会
（
品
評
会
）
が
開
催
さ
れ
、
左
記
の
方
々
が
入

賞
さ
れ
、
そ
の
優
秀
花
の
展
示
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
敬
称
略
】

奈
良
県
知
事
賞
　
　
　
　
増
田
　
順
弘
（
大
　
畑
）

葛
城
市
長
賞
　
　
　
　
　
堀
内
　
正
史
（
兵
　
家
）

奈
良
県
議
会
議
長
賞
　
　
桝
井
　
弘
志
（
當
　
麻
）

葛
城
市
議
会
議
長
賞
　
　
松
井
　
保
治
（
竹
　
内
）

奈
良
県
農
業
会
議
会
長
賞

伏
見
　
楢
一
（
太
　
田
）

奈
良
県
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
長
賞

松
本
　
孝
子
（
長
　
尾
）

奈
良
県
中
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

笠
松
　
雅
和
（
太
　
田
）

葛
城
市
農
業
委
員
会
長
賞
　

藤
田
　
宗
親
（
新
在
家
）

国
華
園
賞
　
　
　
　
　

中
川
加
容
子
（
新
在
家
）

太
花
園
賞
　
　
　
　
　

仲
川
　
和
子
（
新
在
家
）

當
麻
観
賞
菊
愛
好
会
長
賞

山
本
　
明
光
（
新
在
家
）

【
敬
称
略
】

奈
良
県
知
事
賞
　
　
　
　
辻
　
　
春
雄
（
寺
　
口
）

葛
城
市
長
賞
　
　
　
　
　
河
合
　
正
吉
（
南
道
穂
）

奈
良
県
議
会
議
長
賞
　
　
藏
内
紀
代
美
（
西
　
辻
）

葛
城
市
議
会
議
長
賞
　
　
斎
藤
　
豊
一
（
北
花
内
）

奈
良
県
教
育
長
賞
　
　
山
本
　
公
次
（
疋
　
田
）

葛
城
市
教
育
長
賞
　
　
平
田
　
栄
子
（
新
　
町
）

奈
良
県
中
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

山
本
　
楢
征
（
疋
　
田
）

葛
城
市
新
庄
地
区
文
化
協
会
長
賞

山
本
　
武
文
（
疋
　
田
）

努
力
賞
（
国
華
園
賞
）

倉
本
　
絹
代
（
林
　
堂
）

新庄庁舎前 當麻庁舎前

橋本 久信 氏（當麻）

井上 楢治郎 氏（北花内）
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障障障障
害害害害
をををを
もももも
つつつつ
人人人人
のののの
立立立立
場場場場
にににに
立立立立
っっっっ
てててて

「「
新新
庄庄
小小
学学
校校
５５
年年
生生
児児
童童
がが

車車
いい
すす
体体
験験
」」

綱綱

引引

大大

会会

「「
文文
化化
祭祭
総総
合合
発発
表表
会会
」」

文
化
協
会
会
員
の
日
頃
の
研
鑽

け
ん
さ
ん

の
成
果

を
発
表
す
る
「
文
化
祭
」（
葛
城
市
文
化

協
会
主
催
）
が
10
月
30
日
・
31
日
の
両
日
、

葛
城
市
中
央
公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ

れ
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
と
な

り
ま
し
た
。

10
月
29
日
、
新
庄
小
学
校
の
５
年
生
１
１
０
名
は
、

福
祉
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し

て
、
車
い
す
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
か
ら
近
鉄
新
庄
駅
や
葛
城
市
役
所
新
庄
庁
舎

周
辺
ま
で
、
約
１
㎞
の
距
離
を
グ
ル
ー
プ
毎
に
交
代

で
往
復
し
ま
し
た
。

「
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
な
い
。
５
㎝
程
の
小
さ

な
段
差
も
越
え
ら
れ
な
い
。」「
今
ま
で
気
づ
か
な
か

っ
た
不
便
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。
み
ん
な
が
便
利
に

暮
ら
せ
る
い
い
方
法
を
考
え
た
い
。」
と
、
日
々
の
生

活
の
中
で
は
見
過
ご
し
が
ち
な
「
バ
リ
ア
」
を
発
見

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
く
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
な
世
の
中
」
の
大
切
さ
に
も
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

11
月
21
日
、
葛
城
市
綱
引
大
会
が
市
民
体
育
館
で
、
男
子
の
部

（
９
チ
ー
ム
）、
女
子
の
部
（
６
チ
ー
ム
）、
男
女
混
合
の
部
（
９

チ
ー
ム
）、
小
学
生
の
部
（
12
チ
ー
ム
）
の
計
36
チ
ー
ム
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
男
子
の
部
　
Ａ
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝
　
中
戸
Ａ
　

準
優
勝
　
中
戸
Ｂ

第
３
位
　
葛
城
市
役
所
Ｂ

《
男
子
の
部
　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝
　
葛
城
市
役
所
Ａ

《
女
子
の
部
》

優
　
勝
　
忍
海
つ
の
さ
し

準
優
勝
　
當
麻
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

第
３
位
　
Ｋ
・
Ｌ
・
Ｃ

《
男
女
混
合
の
部

Ａ
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝
　
忍
海
チ
ー
ム

準
優
勝
　
西
辻

第
３
位
　
チ
ー
ムBig

・W
est

QQ

《
男
女
混
合
の
部

Ｂ
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝
　
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
　
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ

《
小
学
生
の
部
　
Ａ
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝
　
新
庄
小
学
校
野
球
部

準
優
勝
　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ａ

《
小
学
生
の
部
　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
》

優
　
勝
　
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
Ｃ
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葛葛
城城
市市
・・
北北
葛葛
城城
郡郡

小小
学学
校校
音音
楽楽
会会

＊＊
日日
中中
交交
流流
　　

中中
国国
展展
覧覧
会会
にに
出出
展展

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
新
庄
花
卉
出
荷
組
合
は
、

中
国
・
上
海
市
で
開
か
れ
た
第
８
回
「
中
国

菊
展
覧
会
」
に
同
組
合
の
菊
農
家
が
こ
の
時

期
に
生
産
し
た
二
輪
菊
な
ど
八
品
種
80
本

を
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
で
は
、「
今
回
の
出
展
で
中
国
と
の

交
流
に
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉

し
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

大
正
末
期
か
ら
続
く
伝

統
あ
る
菊
の
生
産
地
と

し
て
広
報
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

＊＊
郷郷
土土
食食
のの
達達
人人

吉
村
和
千
代
さ
ん
（
尺
土
）
は
、
郷
土

食
當
麻
の
家
が
平
成
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し

て
以
来
、
人
気
メ
ニ
ュ
ー
『
け
は
や
御
膳
』

の
レ
シ
ピ
を
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去

に
一
度
も
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
は
な
く
、
考
案

メ
ニ
ュ
ー
は
１
０
０
食
を
越
え
ま
し
た
。

吉
村
さ
ん
は
、「
地
元
野
菜
を
使
う
こ
と

を
ま
ず
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
各

集
落
を
ま
わ
っ
た
経
験

が
こ
の
10
年
間
の
活
動

に
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

火
災
の
な
い

安
全
な
年
の
瀬
を

送
る
た
め
に

一
年
中
で
特
に
あ
わ
た
だ
し
い
12
月
。

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
（
11
月
９
日
〜
15

日
）
の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
11
月
14

日
に
消
防
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
参
加
し
た
消
防
車
は
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
な
が
ら
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、

住
民
み
な
さ
ん
に
火
災
予
防
の
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。

火
事
を
未
然
に
防
ぐ
の
は
、
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
ひ
と
つ
で
す
。
火

事
の
な
い
年
末
を
過
ご
し
、
平
穏
無
事
な

新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
12
日
、
市
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
58
回
葛

城
市
・
北
葛
城
郡
小
学
校
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
５
校
と
、
北
葛
城
郡
内
小
学
校
の
計
19
校
の
児
童
約
１
４
０
０

人
の
参
加
の
も
と
、
午
前
の
部
、
午
後
の
部
に
分
か
れ
て
合
唱
や
合
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
一
人
ひ
と

り
が
、
こ
の
音
楽
会
に
向
け

て
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果

を
、
す
ば
ら
し
い
歌
声
や
演

奏
で
、
大
き
な
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
元
気
よ
く
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

磐
城
小
学
校

當
麻
小
学
校

新
庄
小
学
校

忍
海
小
学
校

新
庄
北
小
学
校
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■秋季市内球技大会及び柔道大会
（10月10日　當麻スポーツセンター他）
●テニス
男子ダブルス
優　勝　堀田晋也・大垣繁和　準優勝　庄田康則・井上親一　
第３位　西本　亘・伏見精冶
女子ダブルス
優　勝　堀田明美・西川雅子　準優勝 伏見はるみ・西川登志恵
第３位　葛本悌子・坂倉佳代
●バドミントン
男子ダブルス
優　勝　和田多持・岡本由美子　準優勝 田中泰弘・葛本和格　
第３位　高谷　誠・坂井鈴子
女子ダブルス
優　勝　増田寿美子・長屋和子　準優勝 玉中廣子・林　美栄子　
第３位　中野トキ子・小林美貴子
男子シングルス
優 勝　和田多持　準優勝　金沢　滋　 第3位　井上友子
女子シングルス
優 勝　長屋和子　準優勝　小林美貴子　第3位　藤川奈津美
●卓球
男子1部
優　勝　吉川雄二　　準優勝　石田　聡
第３位　巽　規行、長谷川裕幸
女子1部
優　勝　巽　永美子　準優勝　小磯要子
第３位　山本知也加、飯田麻友
男子2部
優　勝　岩田泰良　　準優勝　和田俊一
第３位　坂口明弘、山田大輔
女子2部
優　勝　喜田ともみ　準優勝　吉藤里佳
第３位　竹下キクエ、間井谷美咲
男子3部
優　勝　荻野佑哉　　準優勝　吉村昇併
第３位　平通良太、竹信雄紀
女子3部
優 勝　吉川　英　 準優勝　石田春枝　 第3位　金村香代子
●グラウンド・ゴルフ
優 勝　増田義保　 準優勝　肥後敦子　 第3位　大森庄蔵
●柔道
中学生男子2年の部
優 勝　原澤雄大　 準優勝　吉村葉月
中学生男子１年の部
優 勝　福田正宗　 準優勝　大西光希　 第3位　杉岡佑哉
中学生女子の部
優 勝　片山真央　 準優勝　杉岡愛美
小学生高学年の部
優 勝　吉川功起　 準優勝　中尾佳祐　 第3位　西村秀仁
小学生中学年の部
優 勝　岸本幹也　 準優勝　藪中奎介　 第3位　尾崎祥太
小学生低学年の部
優 勝　福田義宗　 準優勝　米田彩乃　 第3位　吉川大貴

■當麻体育協会長杯バレーボール大会
（10月10日　當麻小学校体育館）
優　勝　當麻ひまわり
準優勝　當麻クラブ
第３位　當麻ＭＡＲＳ
■秋季市内少年野球大会
（11月21日　農村広場）
優　勝　當麻ファイターズ
準優勝　磐城デンジャーズ

■第29回秋季球技大会
（10月17日・24日〔24日はテニス、野球の部のみ〕

市民体育館他）
●卓球
男子シングルス
優　勝　辻本利勝 準優勝 中田順三　
第３位 塚田賢史、山岡大輔
女子シングルス
優　勝　辻本貴子 準優勝 山末ひろ子
第３位 岡田美枝子、辻本郁菜
男子ダブルス
優　勝　玉石正幸・吉川修司
準優勝　塚田賢史・板庇　迪　　　　　　　　　　　　　
第３位　持田明彦・御宮知隆彰、山岡大輔・板庇　直
女子ダブルス
優　勝　辻本貴子・山末ひろ子
準優勝　岡田美枝子・辻本郁菜　　　　　
●ソフトテニス
一般男子ダブルス
優　勝　喜多　聡・山本昌弘
準優勝　生野惠章・山本　勉
第３位　樋口全毅・山上智也
一般女子ダブルス
優　勝　実盛かおる・武藤久代
準優勝　城下和賀子・浦島美空
第３位　小柴佐知子・真柴千恵、鎌田悠子・山中登子
●バドミントン
男子ダブルス
優勝　宮城陽一・井上隆明　準優勝　村井　武・ 上田泰夫
第3位　和田多持・橋本知加、巽　啓・小林秀規
女子ダブルス
優勝　松村安希・秋口　恵　準優勝　浦野文男・長屋和子
第3位　貝崎啓子・上野好美、杉岡美知・横山由佳
混合ダブルス
優勝　和田多持・堀川純世　準優勝　山崎絢子・吉田　萌
第3位　杉岡美知・横山由佳、貝崎亮二・秋口　恵
学生ダブルス
優勝　吉田衣里・吉田　夢　準優勝　宮内麻伊・中島夢香
第3位　和田奈由・岡　鈴香、吉田　鈴・桝井友香里　
●テニス
男子シングルス
優　勝　吉田尚史　準優勝　山本高史
第３位　堀田晋也、市川雄治
男子ダブルス
優勝　中　公宏・山本高史　準優勝　葛原英一・堀田晋也
第3位　市川雄治・上野幸治
女子ダブルス
優勝　堀田明美・西川雅子 準優勝 中村京子・西川登志恵
第3位　坂倉佳代・葛本悌子、吉田裕子・鎌田里枝子
混合ダブルス
優勝　幸田安弘・西川登志恵 準優勝 中井謙之・西川雅子
第3位　高橋雅宏・堀田晋也、中村一也・吉川　操
●バレーボール
優　勝　新庄クラブ
準優勝　ＫＬＣクラブ　
第３位　なかよしクラブ
●軟式野球
優　勝　スペクターズ
準優勝　笛堂ハーモニー　
第３位　新庄大附属・インディアンズ



階　　級 氏　　　名
団　　　長 川　辺　順　一
副　団　長 奥　村　喜　洋
副　団　長 住　野　光　男
副　団　長 西　川　　　朗
副　団　長 中　島　啓　文
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加守�

新在家�

染野�

今在家�

木戸�

長尾�

竹内�

兵家�

太田�

大畑�

尺土�

八川�

南今市�

當麻�

勝根�

北花内�

柿本�

東室�

西室�

疋田�

辨之庄� 北道穂�

南道穂�

新庄�大屋�

南藤井�

山田�

平岡�

笛吹�山口�

梅室�

中戸�

寺口�

笛堂�

南花内�

忍海�西辻�

脇田�

林堂�

新町�

南新町� 新村�

薑�

葛木�

第六分団
分 団 長 西川　昌義
副分団長 米井日都志

第五分団
分 団 長 杉岡　宗昭
副分団長 西川　康男

第一分団
分 団 長 田仲　完好
副分団長 増井　孝至

第二分団
分 団 長 池田　政彦
副分団長 吉井　　博第三分団

分 団 長 生野　雅彦
副分団長 生野　浩由

第四分団
分 団 長 石田　義孝
副分団長 吉田　俊裕

（葛城市消防団本部）
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水水道道料料金金等等のの口口座座振振替替ににつついいてて

旧新庄町は
偶数月の15日

（再振替は28日）

旧當麻町は
偶数月の5日

（再振替は20日）

葛城市での口座振替日は、
偶数月の10日、休日の場合にはその翌日です。
（27日に再振替があり、休日の場合はその翌日です。）

★ 口座振替日は…

★ 口座振替の手続きは…

¢ 各金融機関備え付けの公共料金等専用用紙で口座振
替の申込みをしてください。

¢ お客様番号（6桁・施設番号）ついては、公　
共料金等専用用紙に記入する欄がありますので、
｢水道使用水量のお知らせ｣（右図）又は納付書で確
認してください。

¢ 口座振替のできる金融機関は、下記のとおりです。

●南都銀行　本支店　●りそな銀行　本支店　●ＵＦ
Ｊ銀行　本支店 ●奈良銀行　本支店　●近畿大阪銀
行　本支店　●大和信用金庫　本支店　●奈良中央信
用金庫　本支店　●奈良県農業協同組合　本支店
●第三銀行本支店　●郵便局

◎詳しくは、葛城市水道局業務課 4(48)4707まで。

例えば12月は、10日（金）が口座振替日となります。【再振替日は、27日（月）です。】

16年10月～11月
000000

183 114 0

69
7.790

69
5.790

16年08月～09月分 10月05日

72
10,830

72
6,590

17,420

72
64
81

00 000000 1
一般用

葛城市柿本000

葛城　太郎

11月10日 ○△
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

◆◆◆◆◆◆◆◆ 第第第第 5555 6666 回回回回 人人人人 権権権権 週週週週 間間間間 ◆◆◆◆ ◆◆◆◆

12月4日(土)～10日(金)は、第56回人権週間です。
「世界人権宣言」は基本的人権及び自由を遵守し確保するために、世界のすべての人々とすべての国々とが

達成すべき共通の目標として、1948(昭和23)年12月10日、パリで開かれた第3回国際連合(以下「国連」とい
う)総会で「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ尊厳と権利とについて平等である」とする
世界人権宣言が採択されました。
この宣言の背景には第二次世界大戦で、民間人も含め6千万人もの人命が失われたこと、また悲惨な虐待など

が行なわれたことに対する強い反省がありました。こうした人間の尊い命を奪い、傷つけ合うことをこの世界
から完全になくするために「世界人権宣言」が出されました。
国連は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の12月10日を「人権デー」と定め、加盟国に対し、人権擁護

活動を推進するための各種行事を実施するよう要請してきました。
日本でも、関係機関・団体の協力を得て「人権デー」を最終日とする１週間(12月4日～10日まで)を「人権

週間」と定め、各県・各市町村において世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想の普及高揚に努め
てきたところですが、本市も12月4日から10日までを「第56回人権週間」と定め、広く市民に人権デーの意義
を訴えるとともに人権意識の高揚を図ることとしています。

『『育てよう　一人一人の　人権意識育てよう　一人一人の　人権意識』』
－身近なことから人権を考えてみませんか－－身近なことから人権を考えてみませんか－

◎ 女性の地位を高めよう
◎ 子どもの人権を守ろう
◎ 高齢者を大切にする心を育てよう
◎ 障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
◎ 部落差別をなくそう
◎ アイヌの人々に対する理解を深めよう
◎ 外国人の人権を尊重しよう
◎ HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
◎ 刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
◎ 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
◎ 性的指向を理由とする差別をなくそう
◎ インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
◎ ホームレスに対する偏見をなくそう
◎ 性同一性障害者を理由とする差別をなくそう
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�マルベリー　スプリングコンサート�

お問い合わせ　 新庄文化会館　169－4600 當麻文化会館　148－5000

平成16年12月1日～12月31日（11月3日現在）�

12

  5�

19�

23

日�

日�

木�

サンリオドリームコンサート�

第９会ピアノ発表会�

ピアノ発表会�

完売御礼�

無　料�

無　料�

14：00～�

13：00～16：00�

12：30～16：30

葛　城　市�

西　川　芳　美�

西　村　規　子�

0744-69-4600�

07472-4-2911�

0745-69-9425

新庄文化会館（マルベリーホール）�

平成16年12月1日～12月31日（10月17日現在）�

12
16�

26

木�

日�

白鳳中学音楽会�

劇団くすのき公演「ふぁいと！」�

関係者�

無　料�

10：00～13：00�

14：00～16：00

白鳳中学校�

劇団くすのき�

0745-48-2054�

0745-48-5015

當麻文化会館�

☆主催者の都合により一部変更する場合がありますのでご了承ください。詳細については主催者にお問い合わせください。�

休　　　館　　　日　　　の　　　ご　　　案　　　内�
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1新庄文化会館（マルベリーホール）

當 麻 文 化 会 館

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

好評発売中
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《
催
し
も
の
案
内
》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
子
ど
も
映
画
会

『
あ
た
し
ん
ち
』（
95
分
）

日
時：

12
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

★
な
つ
か
し
の
ア
ニ
メ
大
会

『
バ
ル
ト
』（
78
分
）

日
時：

12
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

12
月
12
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や

『
小
さ
い
子
む
き
』

絵
本
…
カ
ル
ち
ゃ
ん
エ
ル
く
ん
い
い
な
い
い
な

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
か
お
か
お
ど
ん
な
か
お

お
は
な
し
…
金
の
と
さ
か
の
お
ん
ど
り
と
魔
法
の
ひ
き
う
す

『
大
き
い
子
む
き
』

絵
本
…
ク
リ
ス
マ
ス
の
ま
え
の
ば
ん

お
は
な
し
…
天
と
う
さ
ん
金
の
鎖

★
新
庄
図
書
館

『
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会
』

日
時：

12
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

人
形
劇
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
、
大
型
絵
本

クリスマスリース
斎藤　勝子／制作・監修

うさこのサンタクロース
矢崎　節夫／作
黒井　健／絵

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
江戸の女の底力 氏家　幹人／著 ○ ○
一人暮らしの地震対策ハンドブック 志田　雅洋／著 ○
体のふしぎ事典 ユルゲン・ブラーター／著 ○
すぐに役立つトラブルにならないためのインターネットマナー 傍嶋　恵子・菅原有希子／著 ○
スカーフ・ストール・マフラーの結び方 和田　洋美／監修 ○
パソコンでつくる年賀状　－２００５年版－　 日本放送出版協会 ○
爆笑かくし芸入門 マセキ芸能社編 ○
ワーキングガール・ウォーズ 柴田　よしき／著 ○ ○
さむらい　　-死恋の剣- 鳥羽　　亮／著 ○
悪刑事（わるでこ） 森巣　　博／著 ○
青い骨 吉村　　昭／著 ○
一葉舟 領家　　高子／著 ○ ○
フィールド氏の娘 リチャード・ボーシュ／著 ○

★なぜなぜいっぱい　１ やまだ　まこと／文 ○
★学校の世界地図 小川　真理子／著 ○
★ちょんかけごま 山本　貞美／著 ○
★うらからいらっしゃい 斉藤　　洋／著 ○ ○
★しゃっくりがいこつ Ｓ．Ｄ．シンドラー著 ○
★うさぎのぴょんのクリスマス ハロルド・ジョーンズ／作・絵 ○ ○
★ひなとてんぐ 瀬川　康男／著 ○
★サンタクロースがかぜひいた！ ティム・ワーンズ／絵 ○

ク
リ
ス
マ
ス
に

本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
ク
リ
ス
マ
ス
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
家
族
み
ん
な
で

本
を
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
と
は
、
少
し
ち
が
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
に
な
る
の
で
は
？

図
書
館
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
本

が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
に
と
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

1 21 2 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書
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新新新新庄庄庄庄地地地地区区区区のののの方方方方はははは、、、、ここここちちちちららららををををごごごご覧覧覧覧くくくくだだだだささささいいいい。。。。新庄健康福祉センター 4（69）9900

當當當當麻麻麻麻地地地地区区区区のののの方方方方はははは、、、、ここここちちちちららららををををごごごご覧覧覧覧くくくくだだだだささささいいいい。。。。當麻保健センター 4（48）6611

12月の健康カレンダー 場所：當麻保健センター
実 施 日 項　　　目 対　　　象　　　者 受　付　時　間
12／２(木)  4 ヵ 月 児 健 診 平成16年7月・8月生まれの児 午後1時00分～2時00分
３(金) 1 0 ヵ 月 児 健 診 平成16年1月・2月生まれの児 午後1時30分～2時30分
22(水)  三種混合予防接種 平成16年5月31日以前に生まれた7歳6ヵ月未満の児 午後1時30分～2時30分

☆ 健康相談
●日時：12月9日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：12月15日（水）・16日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定・保健師、栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

＊＊＊葛城市農業委員会＊＊＊
旧町の農業委員会が統合し、葛城市農業委員会が発足しました。
10月20日に行われた総会で会長に橋本久信氏（當麻）が就任されました。委員は次のとおりです。（敬称略）

森　井　勝　利 （新　庄） 西　田　勝　彦 （南今市）
藤井本　　修 （葛　木） 川　公　則 （太　田）
森　川　　清 （寺　口） 葛　本　守　彦 （兵　家）
和　田　順　弘 （中　戸） 河　村　惠　由 （竹　内）
y 村　隆　夫 （弁之庄） 市　川　　一 （長　尾）
石　田　義　孝 （疋　田） 野　志　　勲 （木　戸）
川　　　 （北道穂） 森　居　秀　友 （尺　土）

小　柴　一　宏 （北道穂） 増　田　　晃 （大　畑）
川　本　善　之 （東　室） 橋　本　久　信 （當　麻）
生　野　　茂 （笛　堂） 石　田　重　樹 （勝　根）
芳　村　章　雄 （北花内） 山　下　武　治 （今在家）
木　谷　泰　三 （忍　海） 中　井　勝　洋 （染　野）
戸　田　昌　利 （ 薑　） 藤　田　貞　夫 （新在家）
小　走　俊　雄 （新　村） 西　井　福　秀 （加　守）
森　田　秀　昭 （西　辻）
y 岡　勝　彦 （林　堂）
吉　村　　功 （山　田）
z 松　　弘 （山　口）
辻　坂　俊　信 （脇　田）

なお、岡本雅照（西室）、堀内寛司（南花内）、水原淳吉（八川）、辰己肇（當麻）さんが、平成16年9月30
日もって退任されました。各委員さんには、その功績にたいして心から感謝いたします。



15 広報「 」12月号

《年末年始特別警戒実施中》
年末年始は各種犯罪が多発する傾向にあります。安全で安心

な年末年始を過ごすために次のことに注意しましょう。

１ 住宅を対象にした侵入窃盗被害の防止
★ドロボーは「人の目」「音」「光」が苦手です★
お留守にされる時やお休みの際は、雨戸を閉めて確実に施錠する。
裏出入り口や窓付近にセンサーライト、防犯カメラなどを取り付ける。
窓などには侵入防止用ブザー（簡易警報装置）などを取り付ける。

ことがドロボーの侵入をある程度防止できる簡単な防犯対策です。
具体的には、

◆玄関・勝手口などの出入り口については
・二つ以上の錠をつけるなど、ワンドア・ツーロックにしましょう。
・ドアの鍵穴に特殊な工具を差し込んで鍵を開けるピッキングに対しては
防犯性能の高い施錠を取り付けましょう。
・玄関ドアの外側から小穴を開けるなどして、内側のドアロック用つまみ
（サムターン）を回して侵入する犯罪を防止のためにサムターンカバー
を取り付けましょう。

◆窓については
・施錠忘れが多いので確実に施錠しましょう。
・雨戸を閉めて確実に施錠しましょう。
・ガラス戸（窓）の施錠付近のガラスを割り、クレセント錠を開けて侵入
するのでクレセント錠以外に補助錠を付けましょう。

２ ひったくり被害の防止
・金融機関で現金を引き出して帰る道中は、人やバイクの接近には特に注意しましょう。
・現金は、出来るだけ肌身につけましょう。
・裏通りや暗い道は避け、人通りの多い道をえらびましょう。
・バックなどは、車の通る反対側に持つか、タスキ掛けにしましょう。
・自転車の前カゴに「ひったくり防止カバー 」などを取り付けましょう。

３ 車上狙い被害の防止
・車のロックは確実にしましょう。
・車内には、現金・貴重品・カバン・服などを置かず、
車内を空っぽにしましょう。
・警報装置の取り付けも有効です。
・監視の行き届いた駐車場を選びましょう。

★被害に遭ったり、不審者を見かけた時は、直ぐに１１０番してください。
高田警察署 電話0745－22－0110         

＊広報かつらぎ11月号「地域安全ニュース」の内容におきまして、違反名：携帯電話使用等（保持）の違反
点数が２点のところ６点と誤って掲載しました。訂正してお詫び申し上げます。（秘書課）

���
���
@@@
@@@
���
���
ÀÀÀ
ÀÀÀ
���
���
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年年年年 末末末末 年年年年 始始始始 のののの 業業業業 務務務務 内内内内 容容容容
クリーンセンターなどの一部の部署を除き、市役所は12月28日まで通常業

務を行い、12月29日から翌年1月3日までが休業となります。
なお、この期間も宿日直が出勤しますので、問い合わせなど、お気軽にお

問い合せください。

※戸籍に関する届出（出生届、死亡届など）は、宿日直が取り扱いをします。ただし出生届は、
生まれた日を含めて14日以内となっていますが、14日目が12月29日から1月3日までの間に到来
する場合は、1月4日に届出することができます。

○：通常業務日　△：職員は出勤していますが、通常業務は行っていません。 ×：休業日

○※印の営業時間は、９：00～18：00となります。

12/27  12/28  12/29  12/30  12/31   1/1      1/2      1/3      1/4      1/5      1/6
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

戸籍の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他の業務 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

新庄文化会館 × × × × × × × × ○ ○ ○

當麻文化会館 △ × × × × × × × × × ○

歴史博物館 × × × × × × × × △ ○ ○

コミュニティセンター × × × × × × × × △ ○ ○

當麻スポーツセンター △ △ × × × × × × △ × ○

新庄図書館 ○ ○ × × × × × × △ ○ ○

當麻図書館 △ × × × × × × × × × ○

中央公民館 × × × × × × × × △ ○ ○

新庄健康福祉センター ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

當麻保健センター ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

いきいきセンター ○ △ × × × × × × △ ○ ○

福祉総合ステーション △ △ △ △ △ × △ △ ○ ○ ○

ふるさと公園 △ × × × × × × × × × ○

葛城山麓公園 × × × × × × × × ○ ○ ○

相撲館 △ △ × × × × × × △ × ○

火葬場 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

ウェルネス新庄 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○※ ※
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ゴゴゴゴ ミミミミ 収収収収 集集集集 日日日日 のののの 内内内内 容容容容

◎詳しくは、
新庄地区の方は、新庄クリーンセンター4（69）3773
當麻地区の方は、當麻クリーンセンター4（48）2058 まで。

一
般
家
庭
ゴ
ミ

新庄地区収集コースは下記のとおりになります。
・月曜日コース…疋田・南藤井・寺口・中戸・弁之庄・林堂・山田・平岡・山口・梅室・笛吹・脇田
・火曜日コース…西室・東室・柿本・笛堂・北花内・忍海・薑・新村・新町・南花内・西辻・南新町
・水曜日コース…新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂
◎1月10日（月：成人の日）、2月11日（金：建国記念日）は祝日ですが、一般家庭ごみ収集については平常

通り行います。

★不燃ごみの収集日のお知らせ…1月4日（火）の地区は、6日（木）に変更となります。
【対象地区】：林堂、脇田、忍海、薑、新町、南花内、西辻、南新町

★資源ごみの収集日のお知らせ…1月5日（水）の地区は、7日（金）に変更となります。
【対象地区】：疋田、南藤井、寺口、山田、平岡、山口、梅室、笛吹

新庄地区 月 日 曜 當麻地区
ゴミの種類 収集コース ゴミの種類 収集コース

月曜コース 20 月 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区
火曜コース 21 火 燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区
水曜コース 22 水 新聞・雑誌・紙パック 竹内・兵家を除く磐城校区

段ボール・トレー・古布 竹内・兵家と當麻校区
月曜コース 23 木
火曜コース 24 金 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区

燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区
水曜コース 25 土
月曜コース 26 日
火曜コース 27 月 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区
水曜コース 28 火 燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区
月曜コース 29 水 かん・びん 竹内・兵家を除く磐城校区

ペットボトル 竹内・兵家と當麻校区
火曜コース 30 木 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区
水曜コース 燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区

（一般ゴミ持ち込みは13時～15時迄）
月曜コース 4 火 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区

燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区
火曜コース 5 水 かん・びん 竹内・兵家と當麻校区
水曜コース 6 木 燃えるゴミ 竹内・兵家と當麻校区

段ボール・トレー・古布 竹内・兵家を除く磐城校区
月曜コース 7 金 新聞・雑誌・紙パック 竹内・兵家と當麻校区

燃えるゴミ 竹内・兵家を除く磐城校区
火曜コース 8 土
水曜コース 9 日

12

１
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犬
の
捕
獲
お
よ
び
犬
猫
の
引
き
取
り

年
末
年
始
業
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
期
間
を
利
用
し
、
施
設
の

保
守
点
検
お
よ
び
修
理
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
期
間
中
、
犬
の
捕
獲
お
よ
び
犬
猫
の

引
き
取
り
業
務
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

◆
年
末
最
終
引
き
取
り
　
　

平
成
16
年
12
月
21
日
（
火
）
ま
で

◆
年
末
最
終
捕
獲
　
　
　
　

平
成
16
年
12
月
16
日
（
木
）
ま
で

◆
年
始
引
き
取
り
開
始
　
　

平
成
17
年
１
月
11
日
（
火
）
か
ら

◆
年
始
捕
獲
開
始
　
　
　
　

平
成
17
年
１
月
７
日
（
木
）
か
ら

（
環
境
課
）

し
尿
の
汲
み
取
り(

當
麻
地
区)

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
は
休
み
で
す
。

12
月
29
日
と
１
月
５
日
は
、
午
前
中
で
業

務
が
終
了
し
ま
す
。

休
み
期
間
中
は
、
臨
時
の
汲
み
取
り
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
便
槽
を
確
認

の
う
え
、
汲
み
取
り
の
必
要
が
あ
れ
ば
早

め
に
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
4
（
48
）

２
０
５
８
ま
で
連
絡
し
、
臨
時
の
汲
み
取

り
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

葛
城
市
生
活
学
校
会
員
募
集

生
活
学
校
は
、
生
活
に
直
接
か
か
わ
っ

て
い
る
女
性
に
よ
り
、
身
近
な
生
活
・
地

域
課
題
（
消
費
生
活
、
食
生
活
、
健
康
づ

く
り
等
）
の
解
決
の
た
め
、
様
々
な
学
習

会
、
研
修
会
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◎
入
会
の
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、

岡
本
政
子
4
（
69
）
４
３
２
５
ま
で
。

参
加
者
募
集

○
第
52
回

成
人
記
念
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
日
　
時：

平
成
17
年
１
月
10
日
（
祝
）

▼
開
会
式：

８
時
30
分
〜

▼
集
合
場
所：

新
庄
中
学
校
運
動
場

▼
参
加
資
格：

市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
参
加
費：

無
料

【
種
目
・
距
離
・
ス
タ
ー
ト
時
刻
】

◇
マ
ラ
ソ
ン
の
部

・
小
学
生
（
男
子
）（
女
子
）
の
部
　
　
　

・
み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う
の
部
　
　
　

《
2.5
㎞
　
９
時
出
発
》

・
中
学
生
（
男
子
）（
女
子
）
の
部
　
　
　

・
一
般
（
男
子
）（
女
子
）
の
部
　
　
　
　

《
5.0
㎞
　
９
時
30
分
出
発
》

※
参
加
申
込：

当
日
会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
駅
伝
の
部

・
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
　
　
　
　

・
一
般
の
部
・
大
字
の
部
　
　
　
　
　

《
５
区
間
14
・
５
㎞
　
10
時
30
分
出
発
》

▼
チ
ー
ム
編
成：

１
チ
ー
ム
６
名
（
内
補
欠
１
名
）

▼
参
加
申
込：

12
月
12
日
（
日
）
ま
で
に

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。

○
ス
キ
ー
教
室

▼
日
　
時：

平
成
17
年
２
月
18
日(

金
）
〜
20
日(

日)

【
２
泊
３
日
（
車
中
１
泊
）】

ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
３
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
、
ブ

ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
は
、
延
べ
７

２
０
人
の
方
に
５
、
４
９
５
冊
の
資
料
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
図
書
館
）

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
」（
第
９
回
）

『
八
十
島
祭
と
忍
海
』

▼
日
時：

12
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
講
師：

上
井
久
義
（
当
館
館
長
）

▼
会
場：

歴
史
博
物
館
２
階「あ

か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
員：

１
０
０
名
程
度

◎
申
込
み：

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
。

※
「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
映
画
会
」
は
12
月
26

日
（
日
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら
『
ア
ル
プ

ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』
を
上
映
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

歴
史
博
物
館

4
（
64
）
１
４
１
４
　

税
の
納
期

12
月
は
、
次
の
市
税
が
納
付
月
で
す
。

▼
旧
新
庄
町
区
域

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分

▼
旧
當
麻
町
区
域

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分

市
県
民
税
（
町
県
民
税
）
第
３
期
分

納
期
限
は
、
12
月
27
日
で
す
。

な
お
、
旧
新
庄
町
区
域
の
市
県
民
税
（
町

県
民
税
）
第
３
期
分
の
納
期
限
は
、
11
月

30
日
で
し
た
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（

税
務
課
）

▼
目
的
地：

立
山
山
麓
極
楽
坂
ス
キ
ー
場

▼
参
加
対
象：

市
内
在
住
在
勤
者

▼
定
　
員：

80
名

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
用：

大
人
（
中
学
生
以
上
）
２
８，
０
０
０
円

小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
６，
０
０
０
円
　

※
貸
ス
キ
ー
・
ウ
ェ
ア
ー
・
リ
フ
ト
・
昼
食
の
料
金
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法：

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
所
定
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
参
加

費
を
添
え
て
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ま
で
。

※
小
学
生
以
下
が
参
加
の
場
合
に
は
、
必
ず
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

※
貸
ス
キ
ー
な
ど
が
必
要
な
方
は
、
身
長
・
靴
サ
イ
ズ
等
を

記
入
の
う
え
、
別
途
料
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間：

12
月
７
日(

火)

〜
平
成
17
年
１
月
９
日(

日)

（
休
業
日
は
除
く
）

◎
詳
し
く
は
、

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4
（
69
）
６
９
６
１

ま
た
は
、
体
育
振
興
課

4
（
48
）
６
６
０
０
ま
で
。
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自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上

17
歳
未
満
（
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
来
春
中
学

卒
業
予
定
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
終
了
見
込
の
者
を
含
む
）

▼
受
付
期
間：

平
成
16
年
11
月
１
日
（
月
）

か
ら
平
成
17
年
１
月
11
日
（
火
）

▼
試
験
実
施
日：

平
成
17
年
１
月
15
日
（
土
）

▼
試
験
会
場：

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

奈
良
県
中
小
企
業
会
館

◎
詳
し
く
は
、

自
衛
隊
橿
原
募
集
事
務
所

4
０
７
４
４
（
27
）
９
６
０
０

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

（
U
L
R
）

http://w
w
w
.nara.plo.jda.go.jp

ま
で
。

工
業
統
計
調
査

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
。
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
16
年
度
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
・
奈
良
県
・
葛
城
市
）

放
送
大
学
教
養
学
部
・
大
学
院

生
徒
募
集
平
成
17
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

放
送
大
学
は
、
生
涯
学
習
機
関
の
一
つ

と
し
て
社
会
人
に
開
か
れ
た
文
部
科
学
省
、

総
務
省
所
管
の
正
規
の
大
学
で
す
。

◎
募
集
す
る
学
生：

▼
学
　
部
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
全
科
履
修
生
…
満
18
歳
以
上
、
４
年
以
上
在
学

・
選
科
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
、
１
年
在
学

・
科
目
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
、
半
年
在
学

▼
大
学
院
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

﹇
上
位
（
専
修
）
免
許
取
得
に
利
用
可
﹈

・
修
士
選
科
生
…
満
18
歳
以
上
、
１
年
在
学

・
修
士
科
目
生
…
満
18
歳
以
上
、
半
年
在
学

◎
内
容：

・
約
３
６
０
科
目
か
ら
自
由
選
択

（
学
部
・
大
学
院
）

・
１
科
目
（
２
単
位
）
で
も
Ｏ
Ｋ

・
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
学
習
で
き
ま
す
。

◎
出
願
期
間
・
出
願
先

12
月
15
日
か
ら
平
成
17
年
２
月
28
日
ま

で
に
放
送
大
学
本
部
ま
で
。

◎
詳
し
く
は
、

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

奈
良
市
鹿
野
園
町
８
０
６
（
奈
良
佐
保
短
期
大
学
内
）

4
０
７
４
２
（
64
）
２
６
９
５

(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
出
願
も
で
き
ま
す
）

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/hp

「
か
も
き
み
の
湯
」

年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

◇
12
月
30
日
（
木
）
ま
で
【
平
常
営
業
】

開
館
　
午
前
10
時

閉
館
　
午
後
11
時
（
最
終
受
付：

午
後
10
時
）

◇
12
月
31
日
（
金)

・
１
月
１
日
（
土
）

開
館
　
午
前
10
時

閉
館
　
午
後
８
時
（
最
終
受
付：

午
後
７
時
）

◇
１
月
２
日
（
日
）
〜
４
日
（
火
）

※
１
月
４
日
（
火
）
は
臨
時
営
業
し
ま
す
。

開
館
　
午
前
10
時

閉
館
　
午
後
11
時
（
最
終
受
付：

午
後
10
時
）

◇
１
月
５
日
（
水
）
１
月
４
日
の
振
替
休
館

◇
１
月
６
日
（
木
）
以
降
【
平
常
営
業
】

◎
詳
し
く
は
、
か
も
き
み
の
湯

4
（
66
）
２
６
４
１

介
護
保
険
料
納
期

▼
第
６
期
分
の
納
期
限

12
月
27
日
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

増
改
築
相
談

▼
日
時：

12
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所：
中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合

4
（
69
）
２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

（
都
市
計
画
課
）

休
日
診
療
所

J

診
療
科
目：

内
科
・
小
児
科
・
歯
科

J

診
療
日：

○
日
曜
日
と
祝
日

○
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

J

受
付
時
間：

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分
（
夜
診
）

J

場
　
　
所：

葛
城
地
区
休
日
診
療
所

大
和
高
田
市
西
町
／
葛
城
税
務
署
東
向

4
（
22
）
７
０
０
３

※
保
険
証
お
よ
び
老
人
・
福
祉
な
ど
の

受
給
者
証
や
医
療
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
歯
科
の
夜
診
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
診
療
所
は
、
休
日
中
に
お
こ
っ
た

急
病
人
な
ど
の
応
急
診
療
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
重
傷
患
者
な
ど

の
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
往
診

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

高田市立病院

(大和高田市保健センター内)高田市役所
休日診療所

高田総合庁舎
葛城税務署

大中公園

至新庄

ＮＴＴ

至橿原

至広陵Ｒ165

オーク
タウン

近鉄高田駅

Ｊ
Ｒ
高
田
駅

高
田
中
学

公民館

図書館
南都ＢＫ

Ｒ24

至香芝
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今月の無料相談�
人権・行政・心配ごと相談

●日時　12月6日（月）
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）
●日時　12月9日（木）第2木曜日

午前9時～正午
場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）
●日時　12月16日（木）第3木曜日

午前9時～正午
場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会

弁護士による法律相談
●日時　12月16日（木）第3木曜日

午後1時～4時
場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　12月24日（金）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談の予約は、秘書課で随時受付

お問い合わせ／秘書課

●中和法律センタ－
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2 経済会館4階

電話 24-5403
◎申込　相談日の1週間前から予約受付です。

中和法律センタ－に直接お電話ください。

12月 December


